
高齢者に対するフレイルの普及啓発
および

認知症予防のためのコグニサイズの普及

2023年10月26日（木）10：00～12：00

国際医療福祉大学 理学療法学科

令和5年度
大学地域連携活動支援事業

中間報告会



フレイルとは、年齢とともに、筋力や心身の活動が低下し、

介護が必要になりやすい健康と要介護の間の虚弱な状態

フ レ イル （ 虚 弱 ）

早く気づけば、
フレイルは元気に戻れます



Exercise

エクサイサイズ

運動

Cognition

コグニション

認知

コ グ ニ サ イ ズ

頭を使う からだを使う



第2回 日本老年療法学会の参加

医師
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士
視能訓練士

など



学会での気づき

市町村レベルでの専門職のフィジカルアセスメント
やビッグデータによって健康増進・延伸、社会保障
費の抑制

コホート研究から地域高齢者の改善、維持、悪化群
で比較→地域課題の発見し、効果的なアプローチ
（地域住民の連携強化は不可欠）

オンラインでの通いの場やスポーツ活動によって
高齢者の認知症対策、交流の場、孤独からの開放
（サクセスフルエイジング）

リスク別に応じた予防システム
長期にわたる自己管理予防システムの構築



地域住民への普及啓発

後援
・大田原市
・那須塩原市
・那須町

参加者



STEP 3STEP 2STEP 1

専門家との意見交換

地域公開講座 介護予防 リハ専門職

日時
2023/10/15

対象
市民向け

会場
大田原市

日時
2023/11/2

対象
リハネット

会場
オンライン

日時
2024/3/14

対象
医療専門職

会場
那須塩原市





iPadを使った認知機能検査

国立長寿医療研究 センター開発



フレイルに陥る因子や条件を市民に還元

認知症講座や計測などに来ていない無関心層への
メディアを通じた発表

高齢者だけでなく若年層への健康なライフスタイル
への気づきやアンバランスな生活へのコーチング

認知機能のスクリーニング検査
→高リスク者への治療・介入

→低リスク者への通いの場の提案

核家族世帯の若年層（学生など）を通じた高齢者へ
のコグニサイズの普及

活動を通した感想と今後
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